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町の人口と世帯数

僅鐡人口

世帯数3，676

(S51.1.31現在）
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冬
の
寒
気
も
や
わ
ら
ぎ
は
じ

め
、
春
の
感
が
す
る
今
日
こ
の

ご
ろ
、
金
木
町
に
〃
思
い
が
け

な
い
訪
問
者
″
が
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
蒔
田
小
学
校
裏
に
舞

い
降
り
た
四
羽
の
白
烏
で
す
。

白
烏
は
餌
付
け
を
さ
れ
た
も
の

ら
し
く
、
付
近
の
住
民
や
学
校

生
徒
が
パ
ン
く
ず
や
み
か
ん
な

ど
を
持
っ
て
い
く
と
、
逃
げ
る

わ
け
で
も
な
く
、
手
の
中
に
あ

る
パ
ン
く
ず
を
砦
で
つ
つ
い
て

パ
ク
リ
。

こ
の
〃
訪
問
者
″
を
大
事
に

育
て
て
金
木
町
の
名
物
の
一
つ

に
し
た
い
も
の
で
す
。
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金
木
町
で
は
、
郵
便
局
の
簡
妨
保
険

の
祇
立
金
を
融
資
し
て
も
ら
い
、
多
く

の
建
投
本
業
を
行
な
っ
て
、
町
民
の
生

活
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和

金
木
町
議
会
雛
且
は
、
二
〃
二
十
九

Ｈ
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
二
〃
八

個
、
金
木
町
鍍
会
雛
貝
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
・

選
挙
は
、
現
職
二
十
二
粕
・
元
町
雛

一
名
・
新
人
三
名
に
よ
っ
て
争
わ
れ
ま

簡
保
融
資
で

福
祉
事
業
を

投
票
率
は
兜
・
弱
％

し
た
。
今
川
よ
り
雛
風
の
定
数
は
、
六

名
少
な
い
二
十
希
と
な
っ
た
だ
け
に
、

激
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
選
挙
当
Ｈ
の
有
椎
者
数
九
八
五
五
人

五
十
年
度
は
祇
祉
事
業
に
力
を
い
れ
、

川
倉
老
人
憩
い
の
家
、
金
木
・
嘉
瀬
・

喜
良
市
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

◎
当
選
者
（
按
分
票
は
切
捨
て
）

氏
名
年
齢
得
票
数
職
業

竹
内
武
六
妬
五
三
七
艇
業

伊
藤
浦
慈
狐
五
二
五
趣
没
業

木
村
金
利
侭
五
○
四
農
業

田
中
豊
蔵
幅
四
七
三
商
業

吉
崎
正
光
師
四
五
四
農
業

成
田
善
蔵
帥
四
四
九
農
業

◎
投
票
者
数
九
、
二
三
人

◎
投
票
率
九
二
・
五
六
計

。
投
票
総
数
九
、
二
五
栗

◎
有
効
投
票
数
九
○
八
○
票

昭
和
四
十
五
年
韮
礎
工
事
に
若
手
し

た
小
田
川
ダ
ム
は
、
昭
和
山
十
八
年
築

堤
を
完
了
し
、
昭
和
四
十
九
年
は
余
水

吐
、
取
水
投
伽
、
一
号
幹
線
の
ト
ン
ネ

ル
掘
削
を
終
り
、
昭
和
五
十
年
は
取
水

ゲ
ー
ト
、
、
総
合
気
象
観
測
装
置
（
テ
レ

メ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
）
、
ダ
ム
管
理
事

務
所
建
築
、
ト
ン
ネ
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
巻
立
と
主
要
工
事
が
殆
ん
ど
完
成
し

三
月
か
ら
拭
験
貯
水
開
始
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

ダ
ム
左
岸
（
南
側
）
の
場
盤
を
削
っ

て
建
孜
さ
れ
た
管
理
蛎
務
所
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
の
モ
ダ
ン
な

述
物
で
、
ダ
ム
本
体
の
設
伽
と
共
に
、

小
細
川
山
の
名
物
に
な
り
そ
う
で
す
。

今
年
の
四
月
下
旬
に
は
、
ダ
ム
は
六
副

程
度
ま
で
試
験
貯
水
さ
れ
、
新
し
い
湖

小
田
川
ダ
ム
管
理
棟
完
成

三
月
か
ら
試
験
貯
水
開
始

が
見
ら
れ
ま
す
。

管
理
事
務
所
は
、
一
階
が
車
庫
、
倉

庫
、
機
械
室
、
予
術
誼
源
室
、
ポ
ン
プ

室
、
二
階
が
管
理
人
室
、
会
議
室
。
三

階
が
操
作
室
と
な
っ
て
お
り
、
テ
レ
メ

古
川
哲
雄

加
藤
卓
爾

其
田
豊
一

今
久
米
雄

吉
田
米
逸

白
川
竹
治

沢
田
茂

沢
田
由
男

旧
中
勇
吉

野
宮
雄
造

花
田
甚
市

大
橘
勇
五
郎

木
村
不
二
男

中
谷
正ぐ会

4958664552735549514461585147

四
三
五
農
業

四
三
一
農
業

四
二
農
業

三
八
七
農
業

三
八
三
農
業

三
五
一
農
業

三
腿
五
維
蝶
殿

三
三
七
鯉
業

三
二
七
農
業

三
一
三
建
設
業

三
○
五
腱
業

三
○
五
商
業

二
九
三
林
業

二
八
八
典
業

こ
れ
で
分
る
と
お
り
、
堤
体
制
に
対

す
る
貯
水
量
が
四
八
・
五
倍
（
飯
詰
の

防
災
ダ
ム
で
は
同
じ
型
式
で
す
が
約
八

倍
で
、
全
国
平
均
で
も
五
倍
位
で
す
。
）

と
多
く
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
効
率
の

よ
い
ダ
ム
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ｌ
タ
ー
制
御
装
置
、
放
流
監
視
装
置
、

警
報
制
御
装
置
が
投
備
さ
れ
ま
す
。
こ

こ
で
は
通
常
の
貯
水
，
放
流
の
監
視
と

制
御
を
行
な
う
た
め
、
水
位
観
測
や
、

総
合
気
象
観
測
、
ダ
ム
堤
体
の
状
況
な

ど
が
、
無
線
又
は
有
線
に
よ
り
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

管
理
事
務
所
の
屋
上
は
警
報
機
、
高

架
タ
ン
ク
、
探
照
灯
、
気
象
観
測
機
器

が
没
備
さ
れ
、
附
帯
設
伽
と
し
て
四
カ

所
無
線
局
が
設
腫
さ
れ
ま
す
。
猫
右
エ

門
沢
に
は
雨
最
と
水
位
を
観
測
し
て
送

受
信
す
る
猫
沢
肘
、
喜
良
市
に
は
水
位

と
警
報
を
行
う
桔
梗
野
励
、
嘉
瀬
に
は

警
報
を
行
う
嘉
瀬
肋
、
金
木
排
水
機
場

附
近
に
は
警
報
を
行
う
浮
洲
肺
の
各
設

備
は
既
に
工
事
が
終
っ
て
、
近
く
試
験

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
移
動
肋
と
し
て
警
報
車
が
配

伽
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
は
、
既
に
知
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
次
に
主
な
数
字
を
あ
げ
て
お

き
ま
す
。

型
式
中
心
コ
ア
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ダ
ム

堤
高
三
一
ｍ
（
標
高
一
○
六
ｍ
）

堤
長
二
○
三
ｍ

堤
体
積
二
○
万
ト
ン

総
貯
水
量
九
七
○
万
ト
ン

（
こ
の
標
高
一
○
三
ｍ
）

有
効
貯
水
量
九
二
七
万
七
千
ト
ン

小
田
川
ダ
ム
の
貯
水
堂
な
ど
に
つ
い

一
一

》
》
一

四』齢卿函
刑
訴

Ⅱ
藍

】
ｍ
一
曄

岫

Ｉ
｜
も

雅
子
面

Ⅲ
口
叱

、
双

子
Ⅱ
二
・
■

里
川
面

、
毒

一
州
一
》

（2）
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二
〃
十
一
Ｈ
、
金
木
町
嘉
瀬
ス
キ
ー

場
で
は
、
〃
第
十
八
回
金
木
町
民
ス
キ

ー
大
会
″
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
嘉
瀬
ス

キ
ー
場
は
西
北
一
の
ス
キ
ー
場
と
し
て

毎
年
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
・
今
年
は
、
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
用

照
明
・
リ
フ
ト
を
役
慨
す
る
な
ど
、
よ

り
楽
し
め
る
ス
キ
ー
場
と
な
り
ま
し
た

開
会
式
で
は
、
こ
の
ス
キ
ー
場
整
伽

に
協
力
さ
れ
た
伊
藤
淌
慈
さ
ん
（
ス
キ

ー
場
の
一
部
地
主
）
・
小
山
内
実
栄
さ

ん
（
砿
気
工
覗
店
主
）
・
白
川
贋
さ
ん

（
金
木
鉄
工
所
経
憐
主
）
・
下
山
淌
次

さ
ん
（
下
山
自
動
車
商
会
経
営
主
）
・

金
木
町
親
雪
会
（
会
長
商
橘
広
志
）
に

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
大
会
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

〈
男
子
回
転
〉

▼
小
学
校
の
部
①
栄
利
禎
（
金
木
）

②
斎
藤
秀
俊
（
嘉
瀬
）
③
泉
谷
誠
（
川

倉
）
▼
中
学
校
の
部
①
泉
谷
蕪
（

金
木
）
②
其
旧
友
巳
（
Ｕ
③
松
本
州

弘
（
同
）
▼
一
般
の
部
（
一
部
）

①
秋
元
一
美
（
嘉
瀬
）
②
山
卿
了
三
（

金
商
）
③
山
側
帖
保
（
金
教
委
）
▼

同
（
二
部
）
①
泉
谷
久
友
（
川
倉
）

▼
同
（
三
部
）
①
西
村
義
雄
（
金
体

小
学
校
リ
レ
ー
は

喜
良
市
小
が
制
す

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
嘉
瀬
ス
キ
ー
場

協
）
②
小
野
勝
雄
（
金
病
）
③
神
義
吉

（
弘
大
）

〈
同
距
離
〉

▼
小
学
校
の
部
①
古
川
俊
治
（
喜
良

市
）
②
中
村
俊
一
（
Ｕ
③
今
幸
仁
（

昭
和
別
年
度

金
木
町
芦
野
霊
園
（
墓
地
）
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

Ｕ
▼
中
学
校
の
部
①
伊
藤
勝
蔵

（
金
木
南
）
②
柏
谷
学
（
Ｕ
③
桜
庭

淳
（
Ｍ
）
▼
一
般
の
部
二
部
）

①
前
川
晃
（
役
場
）
②
原
田
正
彦
（
同

）
▼
同
三
部
）
①
宮
崎
賢
治
（

役
場
）

〈
同
ジ
ャ
ン
プ
〉

▼
小
学
校
の
部
①
三
浦
和
弥
（
金
木

）
②
今
竹
人
（
喜
良
市
）
③
今
俊
一
（

岡
）
▼
中
学
校
の
部
①
伊
藤
勝
蔵

（
金
木
南
）
②
中
谷
敏
彦
（
金
木
）
③

桑
田
徳
文
（
金
木
南
）
▼
一
般
の
部

①
脈
川
附
正
（
嘉
瀬
）
②
米
谷
哲
（
金

木
自
励
車
学
校
）

〈
同
リ
レ
ー
〉

▼
小
学
校
の
部
①
喜
良
市
②
嘉
瀬
③

当
町
で
は
昨
年
十
二
月
、
金
木
町
大

字
川
倉
〃
妻
の
川
原
″
地
内
に
名
称
芦

野
霊
園
（
規
制
墓
地
・
自
由
墓
地
）
の

一
期
工
事
が
完
成
し
、
昭
和
五
十
年
度

分
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
者
が
満
了
と

な
り
ま
し
た
が
、
引
続
き
昭
和
五
十
一

年
度
に
お
い
て
も
当
該
工
事
を
着
工
・

完
成
の
運
び
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
民

各
位
に
は
早
め
に
役
場
民
生
課
ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

ｒ冬

金
木
▼
中
学
校
の
部
①
金
木
南
Ａ

②
金
木
南
Ｂ
③
金
木
▼
一
般
の
部

①
金
木
南
Ｏ
Ｂ
②
役
場
③
川
倉

〈
女
子
回
転
〉

▼
小
学
校
の
部
①
柳
沢
絢
子
（
金
木

）
②
西
村
真
由
美
同
）
③
小
屋
朋
子

（
Ｍ
）
▼
中
学
校
の
部
①
小
野
術

久
栄
（
金
木
）
②
栄
利
有
夏
（
Ｍ
）
③

泉
谷
智
子
同
）
▼
一
般
の
部
①

野
宮
恋
子
（
金
教
委
）
②
沢
旧
カ
チ
エ

（
金
病
）
③
秋
元
優
子
（
金
教
委
）

〈
同
距
離
〉

▼
小
学
校
の
部
①
中
村
友
香
（
喜
良

市
）
②
及
川
桂
子
（
金
木
）
③
大
橘
肌

香
子
（
喜
良
市
）
▼
中
学
校
の
部

①
今
雪
子
（
金
木
南
）
▼
一
般
の
部

①
脈
田
郁
子
（
嘉
瀬
）

〈
リ
レ
ー
〉

▼
小
学
校
の
部
①
喜
良
市
②
金
木
③

嘉
瀬

(S51年度分）

昭
和
五
十
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
３
月
巧
日
ま
で

も
う
申
告
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

期
限
に
遅
れ
て
申
併
を
し
ま
す
と
、
無

申
告
加
算
税
が
か
か
っ
た
り
、
税
法
上

有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
納
税
が
遅
れ
ま

す
と
、
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。
余
計

な
税
金
を
納
め
な
い
た
め
に
も
、
期
限

内
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

申
告
番
の
書
き
方
な
ど
が
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
た
め
、
ま
だ
申
告
で
き
ず

に
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

青
色
申
告
会
、
税
理
士
会
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
確
定
申
告
を
し
た
後
で

申
告
の
誤
り
に
気
づ
い
た
場
合
は
、

①
所
得
や
税
額
を
多
く
計
算
し
た
り
、

還
付
税
額
を
少
な
く
計
算
し
た
と
き
は

正
し
い
も
の
に
直
す
よ
う
「
更
生
の
請

求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
所
得
や
税
額
を
少
な
く
計
算
し
た
り

還
付
税
額
を
多
く
計
算
し
た
と
き
は
、

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
の
事
業
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
す
。
あ
な
た
の
手
で
、
正

し
い
申
告
と
納
税
を
い
た
し
ま
し
ょ
う

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

本
年
度
の
町
財
政
も
す
で
に
赤

字
と
な
っ
て
お
り
、
経
費
節
減
に

よ
り
、
五
十
一
年
度
の
役
場
職
員

新
規
採
用
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。
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税
金
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
見

込
み
で
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
住
民
税
均
等
割

仙
個
人
分

（
現
行
）
（
改
正
案
）

町
民
税
二
百
円
ｌ
↓
七
百
円

県
民
税
百
円
ｌ
↓
三
百
円

②
法
人
分

区､呂分｜現行｜改正案

税
金
改
正
の

お
知
ら
せ

円’円
資本の金額または出資金額が一億円を超
え、かつ、従業貝が100入超の法人。

資本の金額または出資金額が一一億円を超
え、かつ、従業貝が100人以下の法人。

資本の金額または出盗金額が千万円を超
え一億円以下の法人。

資本の金額または出資金額が千万円以下

4，00024，000

4，00012，000

4，00012，000

2，4007，200

〕

の法人等。

な
お
、
固
定
資
産
税
も
わ
ず
か
に
ア

ッ
プ
す
る
見
込
み
で
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
課
へ
ど
う
ぞ
。

◎
軽
自
動
車
税

《
す
吋
ん
で
納
税
明
る
い
町
政
》

一

分 現行（年額） 改正案（年額）区

円 円

総排気量が0.05リットル以下のもの又は

定格出力が0．6キロワット以下のもの
650500

原
動
機
付
自
転
車

総排気量が0.05リットルをこえ、0.09リ

ットル以下のもの又は定格出力が0．6キ

ロワットをこえ、0．8キロワット以下の

もの

1，000800

一
電
話
の
岫
軋
肌
剛

総排気量が0.09リットルをこえるもの又

は定格出力が0．8キロワットをこえるも

の

1，000 1，300

二輪のもの（側車付のものを含む｡） 2，0（)01，500軽
自
動
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

三輪のもの 2，6002，00（）

一

営業用 5，200

金
木
町
の
屯
話
も
三
、
二
七
八
加
入

と
な
り
、
一
○
○
世
粥
当
り
の
普
及
率

は
八
九
・
六
計
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
屯
話
の
な
い
世
帯
は
三
八
○
世
帯
と

四
輪
以
上
の
も
の

乗用 4，500

自家用 5，900

営業用 2，900

貨 物 用 2，500

自家用 3，300

二 輪 の小型自動車 3，3002，500

な
っ
て
お
り
ま
す
。

電
話
新
設
希
望
の
方
で
ま
だ
申
し
込

ん
で
い
な
い
方
は
、
左
記
を
ご
参
照
の

う
え
、
早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
・

記

一
、
新
設
費
用
は
債
券
を
売
却
し
た
場

合
約
六
万
円
で
す
。

二
、
申
し
込
ん
で
か
ら
二
～
三
ヵ
月
で

新
設
で
き
ま
す
。

三
、
申
し
込
み
は
電
話
で
も
受
付
け
し

ま
す
が
、
次
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
下

大
」
い
◎

川
近
く
の
祗
話
柱
の
番
号

②
隣
家
の
砿
話
番
号

③
正
式
の
所
番
地

四
、
一
台
の
通
話
で
不
足
し
て
い
る
方

も
ど
う
ぞ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

五
、
申
し
込
み
の
料
金
は
不
要
で
す
。

東
北
管
内
で
「
申
し
込
み
を
し
て

や
る
か
ら
」
と
お
金
を
と
っ
て
い

る
会
社
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
《
金

木
三
’
二
○
○
○
番
司
誤
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。欝欝鳥＃｜
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